
令和５年度 事業報告 

 

「文化芸術で歓びと希望を感じるまちづくり」の運営理念のもと、入間市文化創造アト

リエの指定管理業務及び法人独自の事業を展開した。 

今年度は新型コロナウイルス感染症が収束に向かい、ほとんどの事業が平常に近い状態で開

催できた。「遠くより住む地域を」「モノ消費からコト消費へ」のテーマのもと事業を展開し効

果を得たと感じた。また、「Well-being」をキーワードに地域資源を生かした事業を展開し、結

果として、来館者は前年の 6,696人多い 42,563人となった。 

 

１．文化創造事業の概要 

事業実施に当たっては「プラン推進会議」で計画を共有し、「ひとづくり」「魅力づくり」

「芽づくり」「まちづくり」の各事業をディレクター、スタッフが協調して行った。事業計

画は、単年度ではなく長期的な視点に立ち運営方針に沿って立案している。 

コロナ感染症の収束後を見据え、「行きたくなる施設」「滞在したくなる施設」を目指し、

様々な事業を企画実施した。 

 

 [指定管理における文化創造事業] 

事業計画は、市民の運営を基本とするアトリエ設置条例と運営方針に基づき、各分野の

ディレクターと事務局が企画立案し実施した。 

事業別については下記のとおりである。 

① 「ひとづくり」事業では、文化芸術に関心を持つ方、それを支えるスタッフなどを積

極的に育てていく企画を行っている。「クラシック音楽レクチャー」では、ショパン

について武蔵野音高の生徒さんの演奏付きで学習した。受講者の学習意欲を感じた。

その他、将来のディレクター候補の発掘と育成、公演、イベントなどに当たって案内

や誘導、撤収作業など運営に関わるスタッフの育成を行った。 

② 「魅力づくり」事業では、「アミーゴライブ」「人間国宝山本東次郎 狂言会」「落語会」

「夕涼みライブ」「おいしい朝コンサート」など上質な文化芸術を鑑賞する機会を提

供した。「朝コンサート」は、テーブル席にプチモーニングといった、コロナ前のス

タイルが復活。コーヒーの香りが漂う空間が再現できた。お客様もこの時を待ってい

たと喜んでくれた。染織工房は昨年と比較し約 10％増の体験者があった。市民の文化

活動に対する参加意欲の強さを感じた。 

③ 「芽づくり」事業では、「ドラマ工房」「子ども事業」などを実施した。「ドラマ工房」

は、公募市民で作る「劇団アミーゴ」の稽古を通し、公演を実施するものである。コ

ロナ禍の中、自粛していたミニ公演も復活し様々なイベントに参加した。三月の本公

演は非常に好評であった。「子ども事業」では、「夏休み体験ひろば」でアート、楽器

作り、工作など芸術文化体験を行った。そのほか地域のファミリーをターゲットに企

画した「春のこどもひろば」「夕涼み縁日」「０歳からの幼児向けコンサート」は非常

に好評であった。ファミリー層への文化芸術によるアプローチに手ごたえを感じた。 

 



④ 「まちづくり」事業では、「アートな春フェス(9 回目）」は雨となり室内での開催とな

ったが、多くの来場がありワークショップなどで賑わった。「クラフトフェア(16 回

目)」も二日目は雨模様となり残念であったが、来場者からは今後の開催について期待

の声が多くあり好評であった。 

地域の繊維産業と平仙レースの歴史を紹介する「糸ものがたり」を開催した。これ

は、アミーゴのルーツである繊維産業を地域の方や市民に伝えていくことがアミーゴ

の使命と考え行ったものである。関連団体の協力もあり 750 人の方が来館された。「ス

タンプラリー」「街かどインフォ」などの事業も行った。コロナ禍で遠くよりも住む

地域に関心を寄せる傾向が強くなっている現状に、今後も身近で楽しめる施設づくり

を目指したい。 

 

[法人独自の事業] 

指定管理業務である文化創造事業のほか、長年培った事業ノウハウをもって、多くの

NPO 法人独自の事業を行った。 

パートナシップ事業では、埼玉県芸術総合高校、所沢織物組合、飯能信用金庫、さいた

ま芸術劇場、入間市観光協会などの団体とアミーゴの文化事業ノウハウを生かしたイベン

トを行った。また、長年の懸案であったアミーゴカフェがオープンできた。まだ土日のオ

ープンであるが、来館者に非常に好評で、今後も来館者のニーズに合わせたメニューやイ

ベントを企画していきたい。その他、地域活性化を図るために入間市ロケーションサービ

ス推進事業の委託を受け、ロケーション撮影の誘致、支援を行った。 

 

【ボランティアの受け入れ】 

大妻女子大学児童学科の学生をアミーゴの子ども対象事業「8/3 子ども音楽室 5 人」「8/6 子

どもｱﾄﾘｴ 5 人」「8/20 子ども工作室 6 人」「12/16、17 ﾊｯﾋﾟｰ Xmas4 人・2 人」にボランテ

ィアとして受け入れた。 

 

２．アトリエ施設管理事業（指定管理事業） 

①施設運営 

市民ニーズに対応した窓口サービスを心がけ、利便性を考えた貸館運営を行った。 

新型コロナウイルス感染症が収束に向かい市民活動が活発になってきたことで利用率は

順調に回復してきた。利用人数は、前年比 6,696 人増の利用があり、42,563 人となった。

職員、ディレクターはじめ関係者の連携協力で大きな問題もなく業務が遂行できた。 

 

②見学等対応 

希望する団体に施設及び運営の説明紹介を行った。（小学校 10 校、団体 8） 

コロナ感染症の収束に伴い、多くの施設見学があった。 

 

③修繕、清掃美化 

・来館者、利用者の安心安全の確保とアメニティー空間を確保するため、施設の修繕、清

掃美化に努めた。修繕では、テラス前ベンチの塗装、ホール水銀灯の交換、パティオの

枕木の交換等を行った。 

 



・ガーデンボランティア活動 

 館庭美化のため、ボランティアにより除草作業を月２回程度１０回行った。その他、個々

で都合をつけて除草作業を行うなどボランティアのご協力で、館庭の美化が図られた。

各回 10～15 人の参加があった。 

昨年に続き、西武中学校の生徒さんがボランティア活動として参加するなど活気ある活動

ができた。 

 

３．広報活動 

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、Facebook、Instagram、X（旧 Twitter）などによる情報提供を常時行った。 

・広報紙「赤いのこぎり屋根」を３回発行した。 

・事業チラシ、ﾐﾆｶﾞｲﾄﾞ(A5 版)を発行した。 

・アミーゴテラスカフェのロゴを作成し活用した。 

 

＊このほか様々なメディア、雑誌に取り上げられた。 


